
 物  質  名 o-クロロニトロベンゼン ＤＢ－15 

別  名 
2-クロロ-1-ニトロベンゼン  
o-ニトロクロロベンゼン  
クロロ-o-ニトロベンゼン  

CAS 番号 88-73-3 
PRTR 番号 ― 
化審法番号 3-442 

構 造 式 

 
分子式 C6H4ClNO2 分子量 157.56 
沸点 245.5℃ 1) 融点 32.5℃ 1) 
蒸気圧 1.82×10-2 mmHg（25℃、外挿値）2) 換算係数 1 ppm = 6.44 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 2.24（実測値）3) 水溶性 441 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 135 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 268 mg/kg 5)   
 ラット 吸入 LC50

 3,200 mg/m3 (495 ppm) (4hr) 6)  
 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、20、40、80、160、320 mg/kg/day を 2 週間強制経口投与した結果、80 mg/kg/day
以上の群で自発運動の低下、160 mg/kg/day 以上の群で衰弱、チアノーゼ、320 mg/kg/day 群で

横臥、振戦がみられ、320 mg/kg/day 群では 2 日目までに全数が死亡や瀕死状態となった 7) 。

この結果から、NOAEL は 40 mg/kg/day であった。 
・マウスに 0、0.005、0.05、0.5％の濃度（雄で 0、16、167、1,120 mg/kg/day、雌で 0、24、220、

1,310 mg/kg/day）で 5 週間混餌投与した結果、0.05％以上の群で肝細胞の肥大、血中コレステ

ロールの増加、0.5％群で体重増加の抑制、肝臓、脾臓重量の増加、脾臓のヘモジデリン沈着

及び変色、赤血球数、ヘマトクリット値及びヘモグロビン濃度の減少、メトヘモグロビン、

ビリルビン、GOT、GPT 及び ALP の増加、眼瞼裂の狭小化、角膜混濁がみられた 8, 9) 。この

結果から、NOAEL は 0.005％（16 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、7.1、14.8、29、58、115.9 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

7.1 mg/m3 以上の群でメトヘモグロビン血症、赤血球の酸化的傷害の発生率増加、29 mg/m3 以

上の群で脾臓の絶対及び相対重量の増加、115.9 mg/m3 群で肺の絶対及び相対重量の減少に有

意差を認め、7.1 mg/m3 以上の群で脾臓のうっ血、鼻腔呼吸上皮の過形成、網状赤血球数及び

白血球数に濃度に依存した増加がみられた。また、14.8 mg/m3 以上の群で肝臓相対重量の増

加、58 mg/m3 以上の群で腎臓相対重量の増加、115.9 mg/m 群で脾臓の暗色化がみられた 10) 。

この結果から、LOAEL は 7.1 mg/m3（ばく露状況で補正：1.3 mg/m3）であった。 
・マウスに 0、7.1、14.8、29、58、115.9 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

14.8 mg/m3 以上の群で肝臓相対重量の有意な増加を認め、腎臓及び肝臓の絶対重量の増加が

みられ、58 mg/m3 以上の群で肝細胞肥大、脾臓の造血細胞増殖による脾臓の拡大、115.9 mg/m3

群で肝臓の中等度の石灰化、壊死、蒼白化、慢性炎症、死亡（2/20 匹）がみられた 10) 。この

結果から、NOAEL は 7.1 mg/m3（ばく露状況で補正：1.3 mg/m3）であった。 
 
 



生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、40、80、160 mg/kg/day を 7 日間、その後、自由に交尾、出産させながら 98 日間

強制経口投与した結果、160 mg/kg/day 群の F0 でチアノーゼの増加、F0、F1 で脾臓相対重量の

増加、F1 で肝臓相対重量の増加、精嚢相対重量の減少に有意差を認めた。仔では、40 mg/kg/day
以上の群の F1 で離乳時の体重が有意に低かった 7) 。この結果から、親の NOAEL は

80mg/kg/day、仔の LOAEL は 40 mg/kg/day であった。 
・マウスに 0、0.005、0.05、0.5％の濃度（雄で 0、16、167、1,120 mg/kg/day、雌で 0、24、220、

1,310 mg/kg/day）で 5 週間混餌投与した結果、0.5％群で睾丸重量の減少がみられたが、組織

の変性はなく、雌の生殖器には影響はなかった 8, 9) 。この結果から、NOAEL は 0.05％（167 
mg/kg/day）であった。 

・ラットに 0、25、75、150 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、150 
mg/kg/day 群で重度の毒性症状が現れ、死亡率が高かったため（死亡数は不明）、この群は試

験中止した。75 mg/kg/day 群で体重増加の抑制、着色尿、脱毛がみられ、早期胚吸収及び着

床後胚損失がわずかに増加し、25 mg/kg/day 以上の群の胎仔で頸肋及び痕跡状肋骨、非対称

な肋骨の増加がみられた 11) 。 
・ラット及びマウスに 0、29、58、115.9 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

29 mg/m3 以上の群のマウスで精子の運動性の低下、115.9 mg/m3 群のラットで副睾丸尾部重

量、精子数の減少に有意差を認めたが、ラット及びマウスの雌で影響はみられなかった 10) 。

この結果から、ラットの NOAEL は 58 mg/m3（ばく露状況で補正：10 mg/m3）、マウスの LOAEL
は 29 mg/m3（ばく露状況で補正：5.2 mg/m3）であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼を軽度に刺激し、血液に影響を与え、メトヘモグロビンを生成することがある。眼に入る

と発赤、痛み、吸入や経口摂取するとチアノーゼ、めまい、頭痛、吐き気、息切れ、錯乱、

痙攣、意識喪失を生じ、皮膚から吸収される可能性もある。長期または反復ばく露では貧血、

肝障害を生じることがある 12) 。 
・本物質及び p-体の混合物に 2～4 日間ばく露された労働者 4 人で、チアノーゼを伴う頭痛、衰

弱がみられた 13) 。 
・芳香族ニトロ化合物及び芳香族アミノ化合物にばく露された工場労働者でチアノーゼを発症

した 187 人を対象にした 1956 年からの 10 年間の調査で、本物質はアニリンよりも強くチア

ノーゼを引き起こした 14) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 15) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、マウスの中･長期毒性試験から得られた NOAEL 16 mg/kg/day（肝細



胞肥大、血中コレステロールの増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 1.6 
mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、ラットの中･長期毒性試験から得られた LOAEL 7.1 mg/m3（メトヘモ

グロビン血症、鼻腔呼吸上皮の過形成など）を採用し、ばく露状況で補正して 1.3 mg/m3 とし、

試験期間が短いことから 10 で除し、LOAEL であるために 10 で除した 0.013 mg/m3 を暫定無毒

性量等に設定する。 
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